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村の発展を祝い乾杯(祝賀会)

地権者を代表して玉ぐしを捧げる石井利雄さん

ている県営玉川工業団地の起工式が9月芝鱈 現地で行われました。

県知事代理の佐藤出納長をはじめ、車田村長、地権者ら約200人が参列し

工事の無事安全を祈願したあと村体育館で祝賀会を開催。

団地は来春3月完成を目指して、今後急ピッチで作業が進められます。
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空
港
建
設
に
と
も
な
い
、
県
内
初

の
臨
空
港
型
工
業
団
地
と
し
て
期
待

が
か
け
ら
れ
て
い
る
県
営
玉
川
工
業

団
地
造
成
工
事
の
起
工
式
が
、
九
月

二
十
六
日
、
午
前
十
一
時
か
ら
現
地

で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
口

盛大に行われた起工式祝賀会(村体育館)

起
工
式
に
は
県
を
は
じ
め
、
村
・

地
権
者
・
施
工
関
係
者
約
二
百
人
が

出
席
し
、
風
雨
の
中
行
わ
れ
ま
し
た
白

神
事
の
中
で
、
県
知
事
代
理
の
佐
藤

静
雄
県
出
納
長
、
車
田
村
長
、
企
業
体

を
代
表
し
て
金
子
三
金
興
業
社
長
が

力
強
く
ク
ワ
入
れ
を
し
、
地
権
者
の

石
井
利
推
さ
ん
な
ど
関
係
者
が
玉
ぐ

し
を
捧
げ
て
工
事
の
安
全
を
祈
願
し

ま
し
た
口

引
き
続
き
村
体
育
館
で
祝
賀
会
が

聞
か
れ
、
佐
藤
出
納
長
は
「
臨
空
港

型
工
業
団
地
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し

て
取
り
組
み
、
立
地
条
件
の
優
位
性

を
生
か
し
て
積
極
的
に
企
業
誘
致
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
開
発
の
拠
点

と
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て

村
長
も
「
雇
用
機
会
の
拡
大
と
地
域

経
済
の
活
性
化
に
大
き
く
貢
献
し
、

村
の
限
り
な
い
発
展
を
約
束
す
る
も

の
」
と
工
業
団
地
建
設
に
か
け
る
期

待
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
岸
安
雄
県
企
業
局
長
が
工

業
団
地
の
概
要
を
説
明
し
た
あ
と
、
県

議
会
議
長
代
理
の
大
野
雅
人
県
議
、

穂
積
良
行
、
滝
沢
幸
助
両
国
会
議
員
、

富
永
浅
川
町
長
、
双
里
村
商
工
会
長

が
お
祝
い
を
述
べ
、
佐
久
間
村
議
会

議
長
の
音
頭
で
乾
杯
を
し
て
村
の
発

展
を
願
い
ま
し
た
口

限
り
な
い
豊
か
な
村
づ
く
り
の
第

一
歩
と
し
て
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

村
民
が
大
き
な
関
心
と
期
待
を
持
ち
、

私
も
立
派
な
工
業
団
地
の
完
成
を
心

待
ち
に
し
て
い
る
一
人
で
す
。

H

働

き
た
く
と
も
働
く
場
所
が
な
い
H

と

い
っ
た
声
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
良

好
な
立
地
条
件
を
生
か
し
、
ぜ
ひ
と

も
そ
う
い
っ
た
声
の
解
消
に
努
め
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

熊谷洋子さん
(南須釜・会社員)

今
ま
で
燃
料
と
時
間
を
か
け
て
村

外
へ
通
勤
し
た
り
、
良
い
職
場
を
求

め
て
県
外
に
就
職
し
た
り
し
て
い
た

わ
け
で
す
か
ら
、
と
り
わ
け
若
い
人

達
に
は
朗
報
で
す
ね
。
働
く
場
所
が

増
え
て
若
い
労
働
力
が
定
着
し
、
村

の
活
性
化
も
期
待
で
き
ま
す
。
地
域

と
の
連
携
の
と
れ
た
働
き
や
す
い
職
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良

の
-v
一

玉
川
工
業
団
地
は
県
内
八
番
目
の

県
営
工
業
団
地
と
し
て
、
大
字
川
辺

字
宮
ノ
前
の
国
道
一
一
八
号
沿
い
に

整
備
さ
れ
ま
す
。

総
事
業
費
は
用
地
買
収
費
を
含
め

十
三
億
八
百
万
円
、
施
工
業
者
は
高

田
工
業
と
三
金
興
業
の
二
社
に
よ
る

建
設
工
事
共
同
企
業
体
で
す
。

玉川工業団地計画図

造
成
工
事
の
概
要
は
、
一
二
・
八

い
わ
の
用
地
の
中
に
大
小
四
区
画
の
分

譲
地
(
図

I
参
照
)
を
整
備
す
る
ほ

か
、
緑
地
帯
や
公
園
、
調
整
池
、
幅

十
四
対
長
さ
六
百
M
M
の
幹
線
道
路
が

設
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
団
地
は
、
六
十
八
年
開

港
の
空
港
予
定
地
ま
で
約
一
一
口
、

工
場
誘

村
工
場
誘
致
条
例
に
基
づ
い
て
こ

の
ほ
ど
村
工
場
誘
致
委
員
会
が
設
立

さ
れ
、
九
月
一
日
午
後
三
時
か
ら
村

就
業
改
善
セ
ン
タ

i
で
第
一
回
の
誘

致
委
員
会
を
開
催
し
、
大
野
貞
夫
さ

ん
ら
十
三
人
の
委
員
に
村
長
か
ら
委

嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
席
上
、
会
長
、
副
会
長
が
選
出

さ
れ
、
会
長
に
は
双
里
正
司
さ
ん
が
、

副
会
長
に
塩
田
征
二
郎
さ
ん
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

工
場
誘
致
委
員
会
は
、
学
識
経
験

者
及
び
村
議
会
議
員
か
ら
な
る
委
員

東
北
自
動
車
道
須
賀
川
・
矢
吹
両
イ

ン
タ
ー
ま
で
約
十
キ
ロ
と
交
通
の
利

便
性
に
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
優

良
企
業
の
立
地
が
大
い
に
期
待
さ
れ

ま
す
。工
事
は
来
春
三
月
に
完
成
す
る
予

定
で
、
今
後
急
ピ
ッ
チ
で
作
業
が
進

め
ら
れ
ま
す
。

で
構
成
さ
れ
、
任
期
は
二
年
。

委
員
会
は
、
村
長
の
諮
問
に
応
じ

て
調
査
審
議
を
し
、
円
滑
な
工
場
誘

致
の
推
進
等
に
あ
た
る
と
と
も
に
、

県
工
業
開
発
課
、
福
島
県
東
京
事
務

所
や
大
阪
事
務
所
を
と
お
し
て
企
業

紹
介
が
な
さ
れ
た
場
合
、
優
秀
な
工
場

誘
致
を
図
る
た
め
の
調
査
、
検
討
な

ど
の
役
割
を
担
う
重
要
な
機
関
で
す
。

工
場
誘
致
委
員
は
次
の
と
お
り
で

す
。
(
順
不
同
)

会

長

双

呈

副

会

長

塩

田

委

員

須

藤

田

子

大

野

大
和
田

須

藤
佐

藤

溝

井
づ

針

仁
井
田

榊

技

宮
を
設
立

-'l 今。クク今イ〉。。

金保章賢一善重貞国金佳正

作雄勇彦男之徳夫夫重郎司

場
が
一
番
で
す
の
で
、
優
秀
な
企
業

誘
致
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
口

国井文雄さん
(小高・会社員)

'
L
V
 
あ・5，，、す

村
発
展
の
拠
点
と
し
て
大
き
な
期
ゆ

待
が
持
て
ま
す
。
村
内
に
企
業
が
多
人

く
あ
れ
ば
、
当
然
働
く
人
も
多
く
な

U

り
ま
す
。
人
口
も
増
え
、
村
の
活
性
ゆ

化
に
つ
な
が
る
ば
か
り
で
な
く
、
い
、

ろ
い
ろ
な
分
野
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
出
り

て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た

受
け
皿
づ
く
り
は
で
き
た
の
で
す
か
勺

ら
、
一
日
も
皐
い
企
業
の
誘
致
を
お

h

願
い
し
た
い
で
す
ね
。

鈴木代吉さん
(JII辺・農業)

毎
年
、
地
元
就
職
を
希
望
し
て
い

る
豊
富
な
労
働
力
が
あ
る
の
で
、
そ

の
麗
用
実
現
を
い
の
一
番
に
期
待
し

た
い
で
す
ね
。
ぞ
れ
と
先
祖
伝
来
の

土
地
を
提
供
し
た
地
権
者
が
、
心
か

ら
「
協
力
し
て
良
か
っ
た
L

と
言
え

る
よ
う
な
優
良
企
業
の
誘
致
を
お
願

い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
き
れ
ば

環
境
破
壊
の
な
い
、
世
界
に
も
通
用

す
る
よ
う
な
企
業
だ
と
い
い
で
す
ね
。

安全はゆっくり、
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県
一
が
補
償
基
準
を
発
表
川
一
一
一
一
J

日一十一刊行一一仁川一一口

一
一
ム
コ
後
は
一
等
級
格
差
な
…
ど
を
協
議

高
速
交
通
体
系
の
確
立
と
交
通
網

の
一
大
拠
点
と
し
て
、
福
島
空
港
の

建
設
計
画
を
進
め
て
い
る
県
は
九
月

二
十
一
日
地
権
者
に
対
し
、
空
港
本

まイ半体
補しう用
{賞た 「土也
基。損と
準失空
の補港
発償公
表基菌
は準の
午 L 用

後を地
七発寅
時表収
か しに

"川

福島空港完成予想図

ら
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
四
つ

の
地
権
者
会
か
ら
な
る
「
福
島
空
港

玉
川
村
地
権
者
会
」
の
代
表
三
十
五

人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

示
さ
れ
た
基
準
の
う
ち
土
地
関
係

は
別
表
の
通
り
で
、
宅
地
、
水
田
、

畑
、
山
林
、
原
野
の
五
地
目
。
地
目

圏直圃四世固圏圃画国
単位:円

別
に
最
も
高
い
等
級
の
額
が
提
示
さ

れ
ま
し
た
が
、
土
地
の
価
格
に
つ
い

て
県
は
不
動
産
鑑
定
士
等
の
専
門
家

に
依
頼
し
て
、
周
辺
の
取
引
事
例
地

や
道
路
条
件
、
位
置
的
条
件
、
環
境
条

件
な
ど
を
考
慮
し
、
生
活
再
建
等
も

十
分
加
味
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

県
で
は
今
図
示
し
た
最
も
高
い
等

級
の
補
償
額
を
含
め
、
等
級
区
分
ご

と
の
補
償
額
を
地
権
者
代
表
と
交
渉

を
重
ね
、
補
償
基
準
を
締
結
し
た
い

方
針
で
、
締
結
と
同
時
に
各
地
権
者

と
個
別
交
渉
に
入
る
予
定
で
す
。

須賀川市大字狸森字下小林20・24

玉川村大字小高字戸ノ内32-1・2

須賀川市大字狸森字井戸田102

玉川村大字小高字戸ノ内135-14

須賀川市大字狸森字井戸田101-1

玉川村大字小高字戸ノ内77-1

須賀川市大字狸森字松原52

玉川村大字小高字平ヶ谷地70ー 20

lぱ当たり

4 ，000 

3 ，000 

1 ，300 

1 ，300 

(注)上記の土地の価格は、右に記載した地番の価格で、その

他の土地の価格については格差協議により決定。なお、立

木補償については、東北地堅用地対策連絡会の基準による。

福
島
空
港
関
係
の
A
7
年
度
当
初
予

算
と
し
て
、
県
は
十
二
億
円
を
計
上
。

さ
ら
に
四
億
円
の
補
正
予
算
を
確
保

し
て
い
る
た
め
、
今
後
は
本
格
的
に

用
地
交
渉
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

補
償
基
準
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
総
面
積
四
百
五
十
六
絵
、

長
さ
二
千

M
の
滑
走
路
を
持
つ
福
島

空
港
の
建
設
事
業
は
、
開
港
に
向
け
り

て
大
き
く
前
進
し
、
新
た
な
局
面
を
や

迎

え

ま

し

た

。

し

田
山ベルトすすめる乗る人に、

県が地権者等に補償基準を発表
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昭
和
六
十
二
年
度
の
村
敬
老
会
が

九
月
十
一
日
午
前
十
時
村
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
口
今
年
招
待
さ
れ

た
お
年
寄
り
は
、
昨
年
よ
り
五
人
多

い
三
八
九
人
で
、
そ
の
う
ち
三
七

O

人
が
元
気
な
姿
で
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

村
長
か
ら
「
長
い
人
生
で
培
っ
て

き
た
豊
か
な
経
験
を
若
い
世
代
に
伝

え
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
よ
き

先
輩
と
し
て
ご
指
導
、
ご
助
言
を
よ

ろ
し
く
治
頼
い
し
ま
す
。
ま
た
、
長

生
き
し
て
よ
か
っ
た
、
住
ん
で
よ
か

っ
た
と
い
え
る
村
守
つ
く
り
を
進
め
た

今年も元気いっぱいの顔が

つ
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も

健
康
に
留
意
さ
れ
ま
し
て
、
益
々
ご

壮
健
で
幸
せ
多
い
日
々
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。
」
と
式
辞
が
あ
り
ま
し

た
D

続
い
て
、
今
年
八
十
歳
に
な
ら

れ
た
小
針
ス
イ
さ
ん
ら
三
十
五
人
の

方
一
人
ひ
と
り
に
敬
老
年
金
証
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
口
ま
た
、
夫
婦
そ

ろ
っ
て
八
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
三
組

の
ご
夫
婦
(
吉
田
綱
義
さ
ん
・
タ
リ

さ
ん
、
国
井
吉
松
さ
ん
・
タ
カ
さ
ん

阿
部
徳
太
郎
さ
ん
・
ハ
ル
さ
ん
)
そ

れ
ぞ
れ
に
特
別
記
念
品
と
し
て
夫
婦 80歳以上のご夫婦に村長から記念品が

座
布
団
が
贈
ら
れ
、
式
典
は
村
老
人

ク
ラ
ブ
会
長
の
矢
吹
精
助
さ
ん
が
お

礼
の
言
葉
を
述

べ
て
終
了口

そ
の
後
は
、
昼
食
や
お
酒
を
飲
み

な
が
ら
婦
人
会
の
各
支
部
に
よ
る
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。
お
年
寄
り
の
中

に
は
舞
台
に
上
が
っ
て
唄
や
踊
り
を

披
露
す
る
方
も
い
て
、
会
場
は
終
始

笑
い
と
拍
手
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
口

ま
た
、
今
年
は
村
長
が
村
内
に
住

ん
で
い
る
九
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り

二
十
人
を
戸
別
訪
問
し
て
記
念
品
を

贈
呈
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。 得意の横笛を披露する岩谷さん

工
業
部
会
懇
談
心

活

性

活

路

見

ド
出
す

村
商
工
会
工
業
部
会
主
催
に
よ
る

地
域
産
業
の
活
性
化
懇
談
会
が
、
九

月
十
日
午
後
六
時
か
ら
村
商
工
会
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
企
業
側
と
若
い

世
代
が
交
流
の
場
を
も
ち
、
一
緒
に

な
っ
て
将
来
の
村
守
つ
く
り
に
対
す
る

活
路
を
見
い
出
そ
う
と
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
回
で
二
回
目
を
迎
え

ま
し
た
。

会
場
に
は
村
内
の

企
業
九
社
の
代
表
と
、

農
協
や
郵
便
局
な
ど

村
内
の
事
業
所
に
勤

務
し
て
い
る
方
た
ち

十
六
人
の
ほ
か
、
双

里
村
商
工
会
長
、
車

田
村
長
、
角
田
企
画

課
長
ら
が
出
席
。

部
会
長
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
早
速
今
回

の
テ
l
マ
で
あ
る
「
私

が
考
え
る
H

む
ら
お

こ
し
こ
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
コ
メ

ン
ト

を
発
表
し
あ
い
な
が

ら
意
見
交
換
し
、
約

二
時
間
に
わ
た
っ
て

熱
っ
ぽ
い
懇
談
会
を

婦人会のみなさんによるアトラクション

繰

り

広

げ

ま

し

た

。

日

コ
メ
ン
ト
の
中
に
は
、
フ
ラ
イ
ト

6

農
業
の
産
地
化
形
成
や
魅
力
あ
る
商
つ
り

庖
街
づ
く
り
、
働
く
場
所
の
確
保
な
地

ど
、
早
急
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
こ
田

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
今
後
そ
う
い
拘

っ
た
も
の
を
含
め
た
村
守
つ
く
り
の
必

月

要
性
を
再
確
認
し
あ
い
ま
し
た
口

9記録更新中交通死亡事故ゼロ
若い人たちからも活発な意見が
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昭
和
六
十
一
年
度
の
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
の
決
算
が
、
九
月
定
例

議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
月
は
、
み
な
さ
ん
が
納

め
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金

な
ど
が
ど
の
位
入
り
、
そ
れ
が
ど
の

よ
う
に
使
か
わ
れ
た
の
か
、
み
な
さ

ん
に
村
家
計
簿
の
帳
じ
り
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

1l11II1I1II1OJ.;'} 111 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 
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ぐ興本 傘易量〉

f91Jt5 滞

地方交付税

806. 005 

( 39. 5 ) 

地方譲与税

34，214 ( 1. 7 ) 

自動車取得税交付

21， 873 ( 1. 1 ) 

使用料及

手数料

31， 570 ( 1. 5 ) 

その他32，080 ( 1. 5 ) 

昭
和
六
十
一
年
度
の
一
般
会
計
の

決
算
額
は
、
歳
入
(
入
っ
た
お
金
)
が

二
O
億
四
千
三
百
三
十
八
万
円
で
、

初
め
て
二

O
億
円
の
大
台
を
越
え
、

前
年
度
対
比
で
十
九
・
九
%
の
伸
び

を
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年
の
八

・

五
豪
雨
災
害
に
よ
っ
て
、
国
庫
支
出

金
が
大
幅
に
伸
び
た
こ
と
が
要
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
(
出
た
お
金
)
は
、
前
年
度

対
比
で
二

0
・
一
%
増
の
十
九
億
五

千
八
百
九
十
五
万
円
。
実
質
八
千
三

百
四
十
三
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
。

歳
入
の
中
で
一
番
の
財
源
は
、
何

と
い
っ
て
も
地
方
交
付
税
。
こ
れ
は

国
税
の
一
定
割
合
が
村
の
財
政
事
情

に
合
わ
せ
て
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
も

の
で
す
が
、
一
全
体
の
収
入
の
三
九
・

五
%
の
八
億
六
百
万
円
が
入
り
ま
し

た。
次
い
で
大
き
な
財
源
は
村
税
で
、

十
七
・
四
%
の
三
億
五
千
六
百
二
万

八
千
円
。
村
民
一
人
当
り
に
換
算
し

ま
す
と
、
四
万
六
千
九
百
二
十
六
円

年

61き60 

移推の算決計二
(
壁
一
一、六七八

ム一
A

凡

-x
肉
情
M

59 58 57 po 
葉

5

一=一口

5

ムロ

億

億

億

億

億

小

川

0

9

8

7

6

右

2

1

 

の
税
金
を
納
め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一仇

ま
た
、
国
庫
支
出
金
は
、
八
・
五
豪
ち

雨
に
よ
る
災
害
復
旧
の
た
め
、
事
業
た

費
が
大
幅
に
伸
び
、
前
年
度
と
比
べ

れ

約
二
倍
の
二
億
九
千
三
百
六
十
四
万

l

円
で
、
県
支
出
金
の
一
億
四
百
二
十
な

六
万
円
を
合
わ
せ
る
と
四
億
円
を
超

す

え
る
お
金
が
入
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
、
出

か
、
村
債
に
一
億
六
千
六
百
五

O
万

と

円
、
分
担
金
及
び
負
担
金
に
一
億
二

千
四
百
三
十
九
万
円
が
入
っ
た
こ
と

に
な
り
、
以
上
が
村
づ
く
り
の
た
め

の
大
き
な
財
源
力
と
な
り
ま
し
た
。

15億

14億
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四辻新田、村中地内の河川工事

費

費

費

費

農林水産業費

44，275円

!日

務

40，934円

木

32，820円

~ 
円

23，620円

害復

46，322円

土

孝文

';/'く

公
心
ψ
市
山
町

山中昌殿

金色
454怠71
会与;"=7/.千五二一で5・

得票

暴

歳
出
(
出
た
お
金
)
で
は
、
河
川

改
修
工
事
な
ど
の
災
害
復
旧
費
に
使

か
わ
れ
た
お
金
が
ト
ッ
プ
で
三
億
五

千
百
四
十
四
万
円
。
次
い
で
多
い
の

は
、
ほ
場
整
備
や
農
用
地
開
発
な
ど

農
業
振
興
の
た
め
の
農
林
水
産
業
費

に
三
億
三
千
五
百
九
十
一
万
円
、
役

場
等
の
維
持
管
理
な
ど
に
あ
て
ら
れ

る
総
務
費
に
三
億
一
千
五
十
六
万
円

費債

21，727円

公

醇霊会
昭和61年度建設事業

費生

15，605円

民窃、厳
単位:千円

団体営農道整備事業…… H・H ・-… 73，009

地方道路改良事業..…....・ H ・.....・ H ・51，275

農林水産施設災害復旧事業….39，757 

公共土木施設災害復旧事業… 302，351

文孝妨包設災害復旧事業…… H・H ・...9，339 

く補助事業〉

費

昌喜皐

生

15，146円

偉?;庶

が
そ
れ
ぞ
れ
使
か
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
道
路
の
改
良
整
備
を
は
じ
め
と

す
る
よ
り
良
い
暮
ら
し
の
た
め
の
土

木
費
に
二
億
四
千
九
百
万
円
、
次
い

で
学
校
教
育
等
の
整
備
充
実
の
た
め

の
教
育
費
、
事
業
の
た
め
の
借
入
金

返
済
の
公
債
費
、
福
祉
の
向
上
の
た

1su 

め
の
民
生
費
、
村
民
の
健
康
を
守
る
あ

衛
生
費
に
約
五
億
七
千
七
百
万
円
が
、
り

使
か
わ
れ
、
積
極
的
な
村
守
つ
く
り
が
ゆ
-

進
め
ら
れ
ま
し
た
口

く単独事業〉

転作基盤合理化促進事業…....・ H ・.6，425 

県単農道整備事業… H ・H ・-…H・H ・...12，450 

団体営ほ場整備事業… H ・H ・-…… 7，727

非補助土地改良事業....・ H ・-…… 62，621

県営事業負担金.....・ H・...・H ・......・ H ・11，926

道路台帳整備事業… H・H・-…..… H・H・7，520

村単道路改良事業… H ・H ・......・H ・-… 5，561

公営住宅用地取得事業…ー… H ・H ・43，140

須釜小屋上改修事業…-… H・H ・… 11，670

ゆったり、ゆとり、

費

費

費

費

h、
:z:;; 

7，035円

工

569円

働

1円

防

10，144円

議

商

芳

?南

J色豊重

安全はゆっくり、
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圏園圏圏
昭
和
六
十
一
年
度
の

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
は
、
歳
入
総
額
が
四

億
三
千
七
百
十
六
万
円
、

歳
入
総
額
は
四
億
一
千

六
百
六
十
七
万
円
で
差

引
き
二
千
四
十
九
万
円
の
黒
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
中
で
大
き
な
財
源
の
柱
に

な

っ
て
い
る
の
は
国
庫
支
出
金
と
国

民
健
康
保
険
税
の
二
つ
で
、
こ
れ
だ

け
で
全
体
の
八
五
・
一
二
%
に
な
っ
て

川川62.10.111川1111111111111111111111111111111111111111111111111111

歳入合計437，170千円

歳出合計416，671千円

老人保健拠出

金
85，675千円

( 20. 6 ) 

303，388千円

( 72. 8) 

国保加入世帯

1， 145世帯

被保険者数(老人を除く)
3，495人

1世帯当りの保険税

149，273円

l人当り保険税

41， 748円

円-一

8
5
一
千
一
)

÷Lυ
而
一
江

円
円
一
2

一
円
心

千
千
五
一
昨

m
m
一
刻
一
4

M

M
一
費
一
肌

i

{
一
付
一
;

金
他
一
給
一
金

越
の
一
養
一
越

繰
そ
一
療
一
繰

169， 665千円

(38.8) 

203， 333千円

(46.5) 

い
ま
す
。
な
か
で
も
国
保
世
帯
が
納

め
る
保
険
税
は
、
一
世
帯
当
り
十
四

万
九
千
二
百
七
十
三
円
で
昨
年
度
と

比
べ
て
約

一
万
五
千
円
ほ
ど
負
担
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
支
出
で
は
病
気
や
ケ
ガ
な

ど
で
医
者
に
か
か
る
場
合
に
支
払
わ

れ
る
保
険
給
付
費
が
七
二
・
八
%
と

大
部
分
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

前
年
度
対
比
で
六
・
六
%
の
伸
び
で
、

一
人
当
り
の
年
間
医
療
費
は
八
万
六

千
六
百
円
。
前
年
度
よ
り
七
千
九
百

三
十
三
円
ほ
ど
多
く
な
り
ま
し
た
口

199.152 

58， 961 

14， 454 金

支払基金交付金

国庫支出金

出支県

13， 497 金入繰

345 

286，409千円

270. 365 

280，388千円

ベルトすすめる

繰越金、諸収入

計必』
cl 入歳

11， 023 

費

金

計

呈"'"E白

A 
cl 

出

思いやり

療

支

出

医

諸

歳

本
年
度
の
水
道
事
業
の
経
営
状
況

は
収
溢
的
収
入
が
六
千
百
三
十
一
万

円
。
こ
の
う
ち
水
道
料
金
と
し
で

の

収
入
は
昨
年
度
よ
り
三

・
一
%
増
の

四
千
五
百
七
万
円
に
な
り
ま
し
た
口

収
益
的
支
出
は
五
千
二
百
二
十
八
万

円
で
、
収
支
差
引
き
を
し
ま
す
と
四

百
五
十
三
万
円
の
純
利
益
が
生
じ
ま

し
た
口また
、

資
本
的
支
出
で
は
み
な
さ

ん
が
安
心
し
て
ご
利
用
で
き
る
飲
料

水
を
供
給
す
る
た
め
、
布
設
工
事
や

設
備
の
充
実
、
水
源
調
査
(
ポ
ー
リ

ン
グ
調
査
)
の
実
施
、
業
務
用
ト
ラ

ッ
ク
の
購
入
な
ど
、
一
千
七
百
七
十

万
円
が
支
出
さ
れ
ま
し
た
。

1， 203戸

345，541 d 
947 nf 

給水の状況

・給水戸数

・年間給水量

• 1日平均給水量

3，306千円

乗る人に、

一般会計補助金

12，900千円

企業債償還金
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金
融
公
庫

融

事
業
資
金
の
年
末
融
資

年
末
商
戦
に
備
え
て
の
商
品
仕
入
、

ボ
ー
ナ
ス
や
諸
経
費
の
支
払
い
な
ど

年
末
に
向
け
て
の
事
業
資
金
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

A
V
普
通
貸
付
の
融
資
条
件

融
資
限
度
額

二
、
七

O
O万
円
(
特
定
の
場
合

は
四
、
五

O
O万
円
)

融
資
期
間

運
転
資
金
五
年
以
内
(
必
要
に
応

じ
て
七
年
以
内
)
。
設
備
資
金
十
年

以
内
(
特
定
の
場
合
は
二
十
年
以
内
)

利
率

税のアラ力ルト置

固定資産の

圏yシド
度

年
五
・
二
%
(
運
転
資
金
五
年
、

設
備
資
金
十
年
を
超
え
る
場
合
ば
、

金
利
が
若
干
上
乗
せ
に
な
り
ま
す
。
)

保
証
人
一
名
以
上
(
担
保
が
必
要
な
場
合

も
あ
り
ま
す
。
)

円
月
1
日
か
ら
受
付

国
の
進
学
ロ
ー
ン

お
子
さ
ん
が
高
校
、
短
大
、
大
学

な
ど
に
進
学
す
る
場
合
、
進
学
資
金

と
し
て
わ
役
立
て
く
だ
さ
い
。

融
資
限
度
額

一
進
学
者
あ
た
り
五
十
万
円
以
内

Q土地について、 3年に一度評価替えが仔わ
れ、次の評価替えまでの周は価格が据え置

かれると周きましたが、毎年税額があがるのは

なぜでしょうか。

融
資
期
間

高
校
三
年
以
内
、
大
学
四
年
以
内

(
進
学
す
る
学
校
の
修
業
年
限
以
内
)

利
率年
六
・
四
%
(
変
わ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
)

返
済
方
法

毎
月
の
元
利
均
等
返
済
、
ボ
ー
ナ

ス
時
の
増
額
返
済
も
併
用
で
き
ま
す

保
証(
財
)
進
学
資
金
融
資
保
証
基
金
ま

た
は
保
証
人

申
込
受
付
期
間

昭
和
六
十
二
年
十
一
月
一
日
か
ら

昭
和
六
十
三
年
四
月
三

O
日
ま
で
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
国
民
金

融
公
庫
郡
山
支
庖

(
8
0
二
四
九
!

一
一三

i
七
一
四

O
)
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

A2年{こ一度の土地の評価替えに伴って税負
控jJ'-iニ誤亡者110 ず~ø壱緩街、するため、留

年度の税負担を基礎とした段階的な負担調整措

置が適用されているからです。

昭和60年度の評価替えに伴う60年度力、ら62年
度までの税負担については、宅地等の場合には

毎年度の税負担の増加が最高3割を超えない範
囲て、一般農地の場合には毎年度の税負担の増

加が最高2割を超えない範囲て、負担調整措置
を講ずることされています。

県
立
石
川
技
術
専
門
校

昭
和
六
十
三
年
度
学
生
を
次
の
と

わ
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
技
術
を
修

得
し
、
あ
な
た
も
技
術
者
の
道
を
め

ざ
し
て
み
ま
せ
ん
か
口

V
募
集
科
目
及
び
人
員

建
築
科
:
:
:
:
三

O
名

左
官
科
:
:
:
:
一
一
一

O
名

V
応
募
資
格

義
務
教
育
課
程
修
了
者
ま
た
は
修
了

見
込
者

V
入
学
願
書
受
付
期
間

*
i
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-
-
-
l
i
i
 

違
反
建
築
を
な
く
そ
う

十
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の

一
週
間
は
、
違
反
建
築
防
止
週
間
で

す
。
こ
の
期
間
中
の
十
月
十
五
日
、

昭
和
六
十
二
年
十
一
月
二
日
か
ら
十

一
月
二

O
日
ま
で

V
入
学
試
験

日
時
:
:
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
二
十

六
日
(
木
)
午
前
九
時
三

O
分
か
ら

場

所

県

立

石

川

技

術

専

門

校

四

試

験

科

目

学

科

及

び

面

接

川

合
格
発
表

・

昭
和
六
十
二
年
十
二
包

月

一

日

(

火

)

亮

T
Z，
 

な
わ
、
詳
し
い
こ
と
は
、
県
立
石
川
技
日

術
専
門
校
(
宮
一
工
ハ
上
ニ
二
三
二
)
へ
。
間nu 

建
築
活
動
の
盛
ん
な
地
域
を
重
点
に

一
斉
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
い
ま
中

す

。

漸

み
ん
な
で
注
意
し
て
、
違
反
建
築
銀

を

な

く

し

ま

し

ょ

う

。

記

交通死亡事故ゼロ

財産を相続したら
財産を相続したときには、財産をもらった人

に相続税がかかりますが、一定の要件に該当し

た場合には椙続税が軽減されます。

く配偶者の税額軽減〉

配偶者が取得した正味の遺産額が、 4千万円
まてか正味の遺産額の2分のiまてであれば、
配偶者には相続税はかかりません。

く未成年者控除〉

20歳に達するまでの年数各i年につき 3万円
が控除されます。

く障害者控除〉

相続人が心身障害者の場合は、 70歳に達する
までの年数各 i年につき 3万円(特別障害者の
場合は6万円)が控除されます。
く贈与税額の控除〉

相続開始前3年以内に被相続人から贈与を受
けた財産があり、正日未の遺産額に加算して相続

税額を計算しているときは、その贈与を受けた

財産の価額に見合う贈与税が控除されます。

詳しくは、税務相談室郡山分室(宮0249-34 
-6300)か須賀川税務署(宮0248-75 -2194) 
にお尋ねください。
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伝
統
の

さ
と

学
に
鷺

今
年
の
研
修
は
、
九
月
十
六
・
十

七
日
の
二
日
間
、
百
二
十
七
名
の
参

加
者
で
茨
城
県
高
萩
市
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
野
口
雨
情
を
生
ん
だ
磯
原
の

旧
庄
屋
や
記
念
館
を
国
道
六
号
か
ら

眺
め
な
が
ら
パ
ス
を
進
め
ま
し
た
。

最
初
の
目
的
地
の
畳
工
芸
学
校
で

は
、
日
本
伝
統
の
見
事
さ
に
感
嘆
し
、

衛
星
通
信
館

(
K
D
D
)
で
は
パ
ラ

ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
の
近
代
科
学
の
粋
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

宿
で
の
学
習
発
表
会
に
は
、
歌
に

踊
り
に
出
し
物
が
次
々
と
出
て
、
活

発
な
皆
さ
ん
に
は
頭
が
下
が
る
思
い

が
し
ま
し
た
。

台
風
日
号
の
影
響
で
天
候
が
悪
か

っ
た
こ
と
が
残
念
で
し
た
が
、
楽
し

い
旅
の
思
い
出
を
胸
に
、
全
員
が
無

事
玉
川
の
地
に
も
ど
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

激
浪
を
/
我
が
青
春
に
/
ダ
ブ
ら

せ
て
/
老
人
ク
ラ
ブ
/
高
萩
の
旅

* 

*
 

び
っ
く
り
し
た
。
ラ
ド
ン
温
泉
の
風

呂
に
入
り
、
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
ぎ
、

夕
食
を
は
さ
ん
で
歌
と
踊
り
が
と
ぎ

れ
な
く
続
い
て
楽
し
い
宴
会
と
な
っ

た
。
翌
日
は

K
D
D
を
見
学
。
世
界

の
電
波
が
集
ま
る
と
い
う
三

O
M
の

パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
に
は
驚
い
た
。

帰
り
は
大
津
港
近
く
で
お
み
や
げ

を
買
い
、
一
路
玉
川

へ
と
向
か
っ
た
。

午
後
三
時
過
ぎ
、
玉
川
に
到
着
。
参

加
者
が
車
五
台
に
連
な
り
、
に
ぎ
や

か
な
楽
し
い
旅
で
あ
っ
た
の
と
同
時

に
、
古
い
文
化
と
新
し
い
文
化
を
見

学
で
き
た
、
貴
重
な
旅
で
し
た
口

*
 

塩田タキヨさん
(四辻新田)

石
川
か
ら
古
殿
を
通
り
、
最
初
の

見
学
地
で
あ
る
畳
工
芸
学
校
に
着
い

た
の
は
十

一
時
。
生
徒
さ
ん
の
案
内

で
畳
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
を
目
の
当

り
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
お
唇
一
に

は
海
岸
の
宿
に
到
着
し
た
が
、
台
風

十
三
号
に
よ
る
海
鳴
り
と
大
波
に
は

*
 

*昭和62年度

総合文化祭のご案内
秋恒例の文化祭を下記の日程て開催しま

す。みなさんお誘いあわせご来場く ださい。

~.~10月 19 日 ---21 日 <就改センターロビー>
山野草展

会11月1日---3日く村体育館、就改センタ->

児童生徒作品展、菊花展、盆栽展、保育

所幼児展、郵政事業展、書道展、老人作

品展、健康コーナ一、写真展、茶道コー

ナ一、生花展、工業展(2 "-' 3日)
商業まつり(3日、駐車場)玉川村泉農
協祭り (11月上旬予定)

"l~7 日 ---8 日く須釜農協、須釜公民館>

須釜農協祭り、青年文化祭(8日)
~~14 日 く村体育館>
商工会講演会「言葉と人間関係」

~t4 日 .......13 日 <就改センターロビー>
郷土史資料展

**22日<村体育館>
芸能発表会

少
年
の
主
張
・
家
庭
の
日

作

文

表

彰

矢
吹
ゅ
う
さ
ん
ら
最
優
秀

村
青
少
年
育
成
村
民
会
議
(
会
長
・

車
田
次
夫
村
長
)
主
催
の
第
二
回
少

年
の
主
張
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
と
第
三

国
家
庭
の
日
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入

賞
者
の
表
彰
式
が
、
九
月
十
二
日
午

前
十
時
半
か
ら
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
害
時

i
で
開
催
さ
れ
、
矢
吹
ゅ
う
さ
ん
(
泉
言

中

一
年
)
は
じ
め
合
わ
せ
て
五
人
に
ム
ロ

最

優

秀

賞

が

贈

ら

れ

ま

し

た

。

切

表
彰
式
で
は
、
関
根
教
育
長
か
ら
ト
ル

入
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
お
祝
い
の
言
み

葉
と
と
も
に
、
表
彰
状
と
記
念
の
楯
中
つ

が
贈
ら
れ
ま
し
た
口
入
賞
者
は
次
の
九
九

と

お

り

で

す

。

、

ま

{
少
年
の
主
張
作
文
}
マ
最
優
秀
賞
、

l
矢
吹
ゅ
う
マ
優
秀
賞

1
大

越

良

子

な

(
須
釜
中
)
、
西
川
英
範
(
泉
中
)
一
口

マ
優
良
賞

1
添
田
陽
子
、
吉
田
雅
弘
、
、
び

田
子
な
お
美
(
以
上
泉
中
)
、
有
賀
由
と

美
子
、
矢
吹
清
幸
(
以
上
須
釜
中
)

{
家
庭
の
日
作
文
}
マ
最
優
秀
賞

1

関
根
い
づ
み
、
湯
沢
康
太
、
車
田
千

加
子
(
以
上
玉
一
小
)
湯
沢
の
ぞ
み

(
泉
中
)
マ
優
秀
賞

l
草
野
は
る
み
酔

有
賀
富
士
子
、
石
森
さ
と
み
(
以
上

須
釜
小
)
高
原
要
輔
(
玉
一
小
)
小

針
ミ
チ
子
、
矢
部
陽
子
(
以
上
川
辺

小
)
渡
辺
由
紀
子
、
阿
久
津
ま
ゆ
み

(
以
上
須
釜
中
)
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み昨
年
四
月
に
発
足
し
た
新
し
い
国

民
年
金
制
度
で
は
、
二
十
歳
以
上
六

十
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
将
来

す
べ
て
の
人
が
基
礎
年
金
を
受
け
る

し
く
み
に
変
わ
り
ま
し
た
。
本
格
的

な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
年
金
は
老

後
の
支
え
と
し
て
生
活
と
は
切
り
離

せ
な
い
も
の
で
す
。

~ 

年
金
は
、
み
な
さ
ん
が
今
納
め
て

い
る
保
険
料
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
あ
な
た
が
年
金
を
受
け
る

た
め
に
は
、
保
険
料
納
付
が
伴
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
年
金
制
度
は
保
険

料
を
負
担
す
る
世
代
と
、
受
け
と
る

世
代
と
の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
て
お
り
、
保
険
料
の
未
納
が
あ

っ
て
は
そ
の
役
目
を
は
た
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

農
業
・
商
業
・
自
営
業
者
の
人
や

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に
加
入
し
て

い
な
い
人
な
ど
国
民
年
金
の
第
一
号

被
保
険
者
は
、
保
険
料
を
納
期
ご
と

に
市
町
村
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
口
納
め
忘
れ
な
ど
の
理
由
で

⑫ 

娘
か
ら
見
た
父
親

娘
か
ら
見
た
場
合
、
向
性
の
親
で

あ
る
母
と
異
性
の
親
で
あ
る
父
と
は

か
な
り
違
う
も
の
で
す
。
娘
か
ら
見

て
父
親
は
、
多
く
の
場
合
、
身
近
に

接
し
た
最
初
の
異
性
で
、
男
と
は
ど

ん
な
も
の
か
を
父
親
を
通
し
て
知
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
。

成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
お
父
さ
ん

が
好
き
で
、
こ
の
父
親
の
よ
う
な
男

東
京
都
立
大
学
教
授

詫

摩

武

俊

性
と
結
婚
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
う
ち
の
父
親
の

よ
う
な
人
と
だ
け
は
一
緒
に
暮
ら
し

た
く
な
い
と
い
う
娘
さ
ん
も
で
で
き

ま
す
。
一
人
の
女
性
が
ど
ん
な
男
性

像
を
も
つ
よ
う
に
な
る
か
に
つ
い
て
、

父
親
の
与
え
る
影
響
は
大
き
い
の
で

す。
自
分
を
好
み
、

自
分
に
な
つ
い
て

そ
の
年
度
に
納
め
な
か
っ
た
人
は
、

二
年
以
内
で
あ
れ
ば
社
会
保
険
事
務

所
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

昭
和
六
十
年
度
・
六
十
一
年
度
に

保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
人
は
、
早

め
に
役
場
住
民
課
年
金
係
か
郡
山
社

会
保
険
事
務
所
に
相
談
し
納
め
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

伊圃・ーー負担する世代園圃圃園噌 伊・ー畳Itとる世代・・司

い
る
年
ご
ろ
の
娘
を
も
っ
父
親
は
幸

せ
そ
う
で
す
。
最
後
の
恋
人
の
よ
う

な
気
が
す
る
と
言
っ
て
、
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
連
れ
歩
い
た
り
、
ニ
コ
ニ
コ

し
な
が
ら
欲
し
が
る
物
を
買
っ
て
や

っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
父
と
息
子
と

の
聞
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
関
係

で
す
。父
と
娘
の
聞
に
限
ら
ず
、
年
齢
の

違
う
家
族
が
親
し
く
心
の
通
い
合
う

関
係
を
も
っ
て
い
る
の
は
、
お
互
い

に
幸
福
な
こ
と
で
す
。
人
間
と
人
間

の
関
係
は
積
み
重
ね
で
す
口
い
い
関

係
を
基
礎
に
し
て
次
の
い
い
関
係
が

つ
く
ら
れ
て
い
く
の
で
す
。
父
と
娘

と
の
聞
に
も
同
む
こ
と
が
一
一
一
一
口
え
ま
す
。

ウ
オ
ノ
目
の
治
し
方

靴
が
足
に
合
わ
な
か
っ
た
り
し
て
、

皮
蔚
に
絶
え
ず
刺
激
が
加
わ
る
と
、

厚
く
な
っ
て
タ
コ
や
ウ
オ
ノ
メ
が
で

き
や
す
い
。

タ
コ
は
痛
み
が
な
い
の
に
対
し
、

ウ
オ
ノ
メ
は
皮
膚
の
肥
厚
が
下
に
向

か
っ
て
円
錐
状
に
起
こ
る
の
で
、
小

さ
な
ク
サ
ピ
を
突
き
刺
し
た
状
態
に

な
り
、
そ
の
下
に
あ
る
神
経
を
刺
激

し
て
痛
む
の
が
特
徴
で
す
c

ウ
オ
ノ
メ
を
防
ぐ
に
は
、
足
に
よ

く
合
っ
た
靴
を
選
ぶ
こ
と
も
大
切
で

す
。
手
術
で
切
除
し
て
し
ま
う
方
法

娘
が
ま
だ
幼
い
こ
ろ
、
家
庭
で
の

父
親
が
温
か
な
人
柄
で
、
外
の
社
会

の
出
来
事
を
お
も
し
ろ
く
話
し
て
く

れ
た
り
、
女
の
子
で
あ
る
こ
と
を
認

め
て
愛
し
て
く
れ
る
と
、
娘
は
父
親

に
親
し
み
と
敬
意
を
も
ち
続
け
ま
す
。

た
ま
に
、
厳
し
く
し
か
ら
れ
で
も
、
納

得
で
き
る
理
由
が
あ
れ
ば
好
ま
し
い

関
係
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
て
、
「
女
は
し
ょ
う

が
な
い
も
の
だ
」
と
い
う
式
の
偏
見

を
も
っ
て
い
た
り
、
横
暴
で
不
作
法

な
態
度
を
示
し
て
い
る
と
、
し
だ
い

に
嫌
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

父
親
と
母
親
の
聞
が
う
ま
く
い
っ

て
い
な
い
と
き
、
娘
は
ほ
と
ん
ど
の

も
あ
り
ま
す
が
、
予
想
以
上
の
大
手

術
に
な
り
、
足
の
裏
は
傷
が
ふ
さ
が

け
に
く
い
の
で
、
よ
ほ
ど
痛
み
が
ひ

ど
い
と
き
で
な
い
と
や
り
ま
せ
ん
。

普
通
は
サ
ル
チ
ル
酸
ば
ん
そ
う
こ

う
を
は
っ
て
、
ふ
や
け
た
と
こ
ろ
を

削
り
と
る
こ
と
を
く
り
返
す
の
が
よ

い
で
し
ょ
う
口
削
っ
た
上
に
、
ス
ポ

ン
ジ
の
パ
ッ
ト
を
は
っ
て
お
く
と
楽

に
な
り
ま
す
。

ウ
オ
ノ
メ
の
数
が
増
え
た
と
皮
膚

科
医
に
来
る
人
の
多
く
は
、
イ
ボ
で

す
。
特
に
子
供
の
場
合
は
、
ウ
オ
ノ

メ
は
ま
ず
で
き
ま
せ
ん
。
ウ
オ
ノ
メ

と
イ
ボ
の
治
療
法
は
違
い
ま
す
か
ら

医
師
に
診
断
し
て
も
ら
い
ま
す
。

場
合
、
母
親
の
肩
を
も
つ
よ
う
に
な

り
ま
す
。
母
親
と
娘
と
の
関
係
は
密

接
な
の
で
、
母
親
は
よ
く
自
分
の
夫

の
こ
と
を
娘
に
話
し
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
内
容
が
肯
定
的
で
あ
る
か
、
否

定
的
で
あ
る
か
に
よ
り
、
娘
の
父
親

観
は
影
響
さ
れ
る
の
で
す
。
父
親
と

母
親
の
仲
が
よ
く
、
母
が
父
を
愛
し
、

尊
敬
し
て
い
れ
ば
、
娘
も
ま
た
父
親

に
愛
情
と
敬
意
を
も
つ
よ
う
に
な
り

ま
す
。



村
長
杯
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
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下
記
に
よ
り
第
一
回
の
村
長
杯
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し
ま
す
。
村
民

の
み
な
さ
ん
、
多
数
ご
参
加
く
だ
さ

‘-
V
 

記

時
/
昭
和
臼
年
日
月
1
日
(
日
)

午
前
7
時
加
分
集
合

コ
i
ス
/
須
賀
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ

O
U
T
-
-
N
同
時
ス

タ
ー
ト

会
費
/
三
、

0
0
0円

競
技
方
法
/
国
ホ

i
ル
・
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ

l
オ
l
ル
6
イ
ン

チ

賞
品
/
優
勝
、
準
優
勝
、

3
佼

i

叩
位
、
飛
賞
、
そ
の
他
、

宇
込
方
法
/
玉
川
村
公
民
館
で
受
付

申
込
締
切
/
日
月
初
日
(
火
)
ま
で
に

日

す
う
ま
と
い
で
ざ
め
ご
お
t

生誕お

保護者名

重徳

喜夫

文夫

文昭

信良

泰雄

良

邦

正

(8月届出分)

一

夫

伊

出生児氏名

須藤美寿々

真弓勝弘

関根文夏

車田理絵

小針良恵

石井祐理子

小針一徳

大竹貴紀

石井貴志

会
費
を
添
え
て
。

参
加
資
格
/
村
内
居
住
者
に
限
定

「
県
民
手
帳
」
や

「
県
の
す
が
た
」

只
今
、
昭
和
臼
年
度
版
の
「
県
民

手
帳
」

「県
の
す
が
た
」
「
県
勢
要
覧
」

の
予
約
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
役
場
企
画
課
ま
で

地区

川辺

蒜生

小高

今

中

岩法寺

北須釜

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
価
格
は
「
県
民
手
帳
」
と
「
県

の
す
が
た
」
が
一
部
三
五

O
円
、
「
県

勢
要
覧
」
は

一部
一
、
三

O
O円
で
す
。

母
⑭
す

3
A
V
B
3
3
9

あ
な
た
も

緑
作
り
に
参
加
を

石
川
営
林
署
で
は
、
今
年
も
緑
の

オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

石
川
営
林
署
が
公
募
し
て
い
る
森
林

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

コ
し

村のようす
(62年9月1日現在)

4園田園h
回T1，550戸(-3) 

11 7，539人(-2) 
3，724人(-2) 

3，815人(士 0)

おくやみ
申し上げます

(8月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

鈴木ウメ 73 和夫

大竹和柴田和久

小林周吉 76 周之助

国谷敬市 65 ミツ

地区 a

川辺

岩法寺

竜崎

南須釜

〈
場
所
〉

東
白
川
郡
古
殿
町
オ
マ
テ
国
有
林

〈
樹
穫
〉
ス
ギ
初
年
生

〈
契
約
期
間
〉
幻
年
間

〈
募
集
口
数
〉
釘
口
(
l
口
日
万
円
)

お
子
さ
ん
に
、
お
孫
さ
ん
に
、
ご

結
婚
の
記
念
に
、
未
来
へ
の
大
き
な

夢
を
分
収
育
林
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
詳
し
く
は
石
川
営
林

署
庶
務
課
(
電
話

O
二
四
七
l

二
六

l
二
一
一
一一
一
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ご
ざ
い
ま
す

あ
り
が
と
う

左
記
の
方
か
ら
社
会
福
祉
活
動
資

金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

記

@
白
河
市
の
車
田
安
雄
さ
ん
か
ら

一

万

円

(
社
会
福
祉
協
議
会
)




